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カ ツ ラ

國 兼 治 徳

野幌森 林公 園内の遊歩道 の ひとつ に桂 コー スが

ある。大 沢 口か ら大 沢 園地 に至 る1.7キ ロ の道の

りだが、 コース名 が示す通 り途中結構 大 きな カッ

プの樹 が道 の両側 に何 本 も甕 える よ うに立 ってい

る。 これ らは多分 開拓 前 か ら自然 にあったの をそ

の まま残 した と思 われ る。 カ ツラの樹形 は 目につ

きやす い。枝 の張 りぐあ いに特徴 が あ り、一見 ご

つ ごつ した感 じで男性 的で ある。 また葉 は樹肌 の

荒 々 しいの とは対照 的 に、小振 りで心臓形 を して

お り、新緑 も美 しいが黄葉 は何 とも云 えない。 そ

のせ いか生 け垣 に使用 されている。藤野 自然公 園

の生 け垣 もカツ ラである。

家内 は数 年前 か ら紅葉 した葉 を押 し葉 に して白

い雲 流 和紙 に並 べ 、 その上 を透 明 な ガ ラス板 で

覆 って居 間の座 卓の片 隅 に飾 っている。一輪押 し

とは違 った風情 が あ って面 白い。押 し葉 は主 にヤ

マモ ミジ ・カツラ ・イ タヤ カエデ ・ミズナ ラな ど

と、 シ ダ植物 の幼形 を採 集 して添 えている。最近

は我が家 だけで飽 き足 らず、友 人に も郵送 して案

外 好評 を博 してい る。昨年(平 成三年)は 能登 の

輪島の旅館 に も送 った。実 は、昨年秋 家内 と娘で

金沢 ・能 登 の旅館 に 出か け た。 紅葉 の盛 りをね

らって綿密 な計 画 を立 て、かな り事前研究 を して

張 り切 って 出発 した。 ところが北陸地方 は大型九

号台風 の爪痕 で、折角楽 しみ に していた能登の秋

は見 る影 もない無残 な姿 であ った と云 う。 その時

宿泊 した輪島 の新橋 旅館 の鍵 を、娘 は持 った ま ・

出発 して しまった。 途中で気付 いて連絡 したが、

家 に戻 ってか ら返却 す るこ とにな った。娘 はお詫

の手紙 に家内 の押 し葉 を添 えて鍵 を送 り返 した。

旅館 の女 主 人は押 し葉 を大変喜 ばれ、遠見和紙 に

漉 いてみたい との返信 が とどいた。そ して今年 三

月、西洋紙 大の遠見和紙 が六枚送 られて来 た。押

し葉が模様 に漉 かれていた。 その うちの一枚 を額

に入れ今 も飾 っている。押 し葉が芸術 の域 に達 し

た感 じで ある。 た また ま娘 が鍵 を返 すの を忘 れて

持 って来 た ことが切 っ掛 けで、輪 島の方の心 に触

れる ことがで きた。この旅館 を選 んだの は娘 だが、

遠見和紙 を展示 して ある旅館 とガ イ ドブ ックに出

ていたの で、直接 予約 したそ うで ある。実際 に壁

や電気の傘 に も和 紙が利用 されて いた とい う。 こ

こ当分新橋旅館 とのつ き合い は続 きそ うである。

カッラは碁盤 の材料で ある。一般 にはカヤか カ

ツラで作 るよ うだが、 その理 由 は碁石 を打 った時

の響 きや木 目の美 しさ、又永 い年月の 使用 に耐 え

る材 質 にあ る らしい。碁盤材 の第一 はイチ イ科の

カヤである、,ただ、 この木 は北 海道 に自生 してい

ない。 又、材木 には柾 目 と板 目とが あるが、碁盤

の場 合 も柾 目は得 がた く、値段 は板 目と天地 の開

きがある。私が現在愛 用 しているの はカップ材 で

ある。

昭和 四十八年二 月、推薦 されて初段 の免状 をい

ただいてか ら急 に碁盤 が欲 しくな った。 それ まで

折 りたたみ式 の碁盤 を持 っていたが雰囲気が今一

つ もの足 りなか った,立 派 な碁盤 を持 った か ら強

くなる と云 うもの ではないが、板 と脚 のある盤 と

で は碁石 を打 ち下 ろ した時の音 か らして違 う。 た

また ま帯広 にい る家内 の妹 宅 を訪 ねた時、立派 な

碁盤が あ り知 り合 いの方 に作 って もらった との こ

とだ った。 私 も早速 お願 い して… 面作 って もら う

こ とに した。 それ から二 ヶ月位後 だ ったろ うか 、

手 ごろな碁盤 があ るが、 との連絡 を うけた。そ こ

で帯 広 まで見 に行 った ところ、 カッラ材 の約 七寸

とい う代物 だ った。 ただ、盤 面 に人差 し指 の指紋

大の節が あ り、そのた め安 くな って いた、、俗 に碁

盤は一寸一万 円 と聞いて いたか ら、節が なければ

私に話 はなかっただろ う。 同 じカツラ材 の蓋 があ

り、私 はす っか り気 に入 りその場 で購 入 した。 二

万五千 円だ った。 あ とは碁 が もっと強 くなる こと

だった。

私 の男 兄弟五 人はいずれ も碁 を打 つ。下 か ら二

番 目の弟 が一 ・二 目強 いが、他 は大体 似 た り寄 っ

た りの棋 力で ある。 兄弟五人 はそろ って父か ら碁

の手 ほ どきを受 けた。 私が高校二年 の時だ った と

記憶 している。父 は子供 達が夜遊 びに出た りしな

いよ うに と考 えて教 えた ら しい。 当時父の棋力 は

四 ・五級程度 だ った と思 う。兄弟 は代 わる代 わる

碁 を打 ち、大体同 じ程度 に上達 した。 小学二年の

末弟 と私 は対等 に打 って少 しもおか し くなか っ

A

A

2



菩 多尼詞9(1993.4)

た。私は碁の不思議 さを感じた。そのうち私は大

学受験で遠の き、再び石 を握ったのは教師になっ

てからである。最初に勤務 した浦幌高校に碁の好

きな英語の先生がおられ、時々打ってもらった。

下宿先のお寺の住職も碁 を打 ち、相手になっても

らった、どちらも四 ・五級の方だった.,浦 幌時代

は碁盤 も碁石 も自分のものはなかった。滝川高校

に転勤 し、結婚 してから折 り畳み式の碁盤 と碁石

,を 買った。 この高校には有段者が何 八もおられ、

私は六級にランクされた。

いつの間にか碁は私の趣味の一つに定着 した,

滝川に十一・年在職 した問に二級位 になり、もう一

息で初段になるという矢先、札幌の新設校北陵へ

一 転勤 し、碁をやる余裕は遠のいて しまった.札 幌

へ出て一年位たった頃、滝川高校のW先 生から、

「推薦するから初段の免状 をとっては」

と耳よりな話があった。私は免状 を持つ とそれな

りの棋力になるものだ、と云われた先生の言葉 に

期待をかけて推薦 してもらった。戴いた免状には

貴殿棋道執心修行(貴 殿 は棋道に執心修行慨)

無慨怠手段漸進依(怠 無 く手段漸 く進む之に)

之初段令免許・畢猶(依 って初段を免許せ しめ)

以勉働上達之心掛(お はんぬ猶以って勉働上)

可為肝要者也循而(達 の心掛肝要たるべき者)

免状如件1な り傍 って免状件の如 し〉

昭和四十八年二月六日

日 本 棋 院

理事長 有光次郎

審査役名誉本因坊 高川秀格
^審 査役九段 篠原正美

審査役八段 中村増太郎

と墨書 されている。

丁度 昭和 四十 八年四月 か ら学習指導要領 の第四

次改訂 が実施 され、教育課程 の中 に必修 クラブが

位置づ け られ た。北 陵で はその種 目に 一つ に囲碁

入門 を開設 し、私 は大型碁盤 を使 って碁 の基・本 を

教 えるこ とになった。 碁の手 ほ どきは難 しい。私

が張 り切 った割 りに生徒 はなかなか理解 して もら

えず 、 目を離す とす ぐ五 目並べ に切 り替 える。父

が我 々兄弟 に教 えた時 、 どんな指導 を したのか全

然記憶 にないが、兄弟 そろ って碁 が出来 るよ うに

な ったの は、最初の手 ほ どきが上手 だ ったに違 い

ない。そ れに引 き換 え、私 は高校生 を相手 に悪戦

苦 闘 して いる。教 えるつぼに入 っていな いのでは

と考 え こんだ こともあった。

又、免状 を持 つ とそれな りの棋力 がな ければ恥

と考 え、詰 め碁の本 を読 んだ りテ レビ碁 を観戦 し

た りす るが 、その わ りに上 達 しない。実戦 を伴 な

わなけれ ば、強 くなれ と云 って も無理 なのか も知

れない。かれ これ二十年 近 く二段格 で打 っている。

父に碁 をならわな けれ ば、趣 味の一 つ を知 らない

で 一生 を終 った と思 う、,その意味で も父に感謝 し

ているウ

「札幌近郊のヤナギ類」

佐 藤 謙

は じめに

1992年 度 最初 の植物観 察会 は、5月10日 、 ヤナギ類の観察 を目的 として豊平 川 中流 の藻南橋付 近で行

な われた。 ここは筆者 が20年 ほど前 に初め てヤナギ類 を知 った場所で あるので、懐 か しい想 いで説明役

を引 き受 けた。その際 、自生種で ある オノエ ヤナギ、エ ゾノカワヤナギ、エ ゾヤナギ、イヌ コ リヤナギ、

シロヤナギの雌雄 の個体 、そ してバ ッコヤ ナギ とオオバヤナギの雌個体 、 さらに逸脱種 の シダ レヤナ ギ
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